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※活性汚泥について

下水に空気を吹き込みかくはんすると、種々の微生物が下水中の有機物を利用して繁殖し、凝集性のあるフロック（集合体）を形成したもの。

(A)最初沈殿池

流入下水中の微細な砂及び浮遊物質を沈殿分

離し、うわ水は反応タンクへ、沈殿した汚泥

は汚泥濃縮槽（重力式）へ送ります。

沈砂池

流入下水中のゴミや

砂を取り除きます。

(B)反応タンク

活性汚泥と流入下水に空気

を混入し、汚濁物質を沈殿

しやすい状態にします。

(C)最終沈殿池

生物処理によって発生する汚泥と清澄な処理水に

分離し、沈殿した汚泥を反応タンクに返送、余剰

の汚泥は機械濃縮棟（常圧浮上式）へ送ります。

清澄な処理水は塩素混和池に送られます。

(D)塩素混和池

清澄な処理水に塩素消毒を行

い別府湾に放流しています。

（4）汚泥濃縮槽（重力式）

最初沈殿池から送られてきた汚泥を重力

により濃縮し消化タンクへ送ります。

（5）機械濃縮棟（常圧浮上式）

最終沈殿池から送られてきた汚泥を浮上によ

り濃縮し消化タンクへ送ります。

（6）消化タンク

濃縮汚泥を細菌の働きにより、消化汚泥と消化ガスに分解します。

消化汚泥は脱水し場外に搬出後、肥料や建設資材として活用します。

消化ガスは冷暖房等のエネルギーとしてセンター内で有効利用します。
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